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第１章　基本構想策定の背景と目的

１.策定の背景

スポーツを楽しみ、豊かな心と健やかなからだをつくりましょう。

スポーツをとおして、仲間と友情の輪をひろげましょう。

スポーツを愛し、活力のある住みよいまちをつくりましょう。

　国は平成23年に「スポーツ基本法」を制定し、平成27年にはスポーツ庁を設置するなど、

スポーツを通じた健康で文化的な社会の実現を推進しています。

　新ひだか町においても、平成28年3月に「生涯スポーツの町」を宣言し、町民一人ひとり

が生涯にわたりスポーツに親しみ、健康な心とからだをつくるとともに、互いに手をとり

合って、明るく元気な町を築くため、次の目標を掲げています。

　生涯にわたって明るく豊かな生活を送ることは全ての町民の願いであり、そのためには心

身ともに健康であることが重要です。スポーツは体力の向上だけではなく、青少年の健全育

成や地域住民の交流など様々な役割を担っています。

　さらに、近年、スポーツは「する」だけではなく、「みる」「ささえる」など、関わり方

も多様化しており、新ひだか町においても各年代に合わせた各種スポーツ事業の推進によ

り、スポーツ活動の日常化やスポーツ人口の拡大に努めてきました。

　新ひだか町第2次総合計画（H30年4月/R4年12月一部改定）では、スポーツ振興の充実の

ため、スポーツ施設の設備・充実を図り、多様なスポーツに取り組める環境づくりに努める

ことを掲げ、平成28年度からの人口一人当たりのスポーツ施設利用回数を維持することを目

標としています。
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青少年から高齢者までの基礎運動能力の向上を目指した事業展開により施設利用者も

伸びている。

コロナ禍後、各種のスポーツ大会が再開したことに伴い活動団体が増え、年間利用者

もコロナ以前よりも増加した。スポーツ合宿は三石スポーツセンターや町内宿泊施設

を拠点に、R6年度は15件、延人数約3,800人の利用があった。今後もスポーツ施設の

適切な維持管理に努め、大会、合宿の誘致を積極的に行う。

中期

◎青少年の体力向上推進事業を強化

・基礎運動「走る・投げる・飛ぶ」をテーマに年間を通して実施

・様々なスポーツに繋がる本事業によりスポーツ人口増加に努めた

◎スポーツ合宿のための「合宿お助け便利帳」を更新

・町ホームページへ掲載し、町内外の利用を図った

【各期における評価】

前期

◎スポーツ教室開催事業（幅広い年代に対する健康・体力づくり機会の

提供など）

スポーツ施設利用者については年々減少傾向にあるが、人口比では現状を維持してい

る。令和2年3月から新型コロナウイルスによる度重なる休館で利用者は激減した。今

後は幅広い年代を対象とした教室や大会の企画、スポーツ合宿や大会誘致を積極的に

行い利用回数の増加につなげる。

【目標達成のためにこれまで取り組んできた主な事業等】

（97.6%） （89.7%） （69.4%） （70.4%） （89.2%） （99.0%） （113.6%）

年間4.90回 年間6.21回 年間6.89回 年間7.91回
年間6.96回 現状維持

年間6.79回 年間6.24回 年間4.83回

後期

2018(H30) 2019(R1) 2020(R2) 2021(R3) 2022(R4) 2023(R5) 2024(R6) 2025(R7) 2026(R8) 2027(R9)

⑥人口一人当たりのスポーツ施設利用回数

現状

2016

（Ｈ28）

目標値

2027

（R9）

前期 中期



２.新総合体育施設の必要性

■対象施設の立地状況（新ひだか町社会教育施設個別施設計画より）
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静内武道館 静内古川町1丁目1-5 昭和51年 50年

静内体育館 静内古川町1丁目1-3 昭和43年 58年

山手体育館 静内山手町2丁目9-1 昭和56年 45年

豊畑体育館 静内豊畑171-5 昭和54年 47年

複合・集約化を検討する体育施設 竣工年 築年数

　策定の背景となる町内の体育施設は、町民のスポーツ活動や健康づくりの施設として、そ

して生涯スポーツの町の重要拠点として、重要な役割を担ってきました。

　しかしながら、近年では老朽化が著しく、根本的な改修等の対策が必要となっています。

特に、主要施設である静内体育館は昭和43年の建設から58年が経過し、最も老朽化が進行し

ている施設です。この数年は雨漏りによる利用制限や衛生排水の不良によるトイレ閉鎖等、

利用に支障をきたすことが増え、これらの改修費用も年々増大しており、新体育施設の整備

は急務となっています。

　また、大収容機能を持つ施設でありながら、災害時の避難所等に対応しがたい立地である

ことも課題であり、更に、各所に分散する体育施設の管理運営体制についても検討時期を迎

えています。

　町民の健康増進と安心安全なスポーツ環境を提供するため、そして防災機能を備えた、

「生涯スポーツの町」の拠点となる新総合体育施設の整備に向け、現体育施設の複合・集約

化等、具体的な整備検討が必要です。

■静内市街地エリア

■三石市街地エリア

新ひだか町
豊畑体育館



　３.策定の目的

４.関係上位計画

新ひだか町第2次総合計画

第2章 第5節 「町の将来を支える心豊かな人づくり」

課題への対策⑷スポーツ振興の充実
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　本基本構想では、老朽化する既存施設の複合化･集約化を目的とした「新総合体育施設」の整

備に向けて、上位関連計画と現体育施設の利用状況等を把握し、更に、新ひだか町社会教育施設

個別施設計画を反映して、現状の課題を整理します。

　そして、「新総合体育施設」の目指すべき姿を具体化・実現するための取り組みを、基本方針

として示します。

現状の課題⑷スポーツ教育

今後、「生涯スポーツの町」として、スポーツ施設の整備や指導者の発掘･育成が必要です。

スポーツ施設の整備・充実を図り、多様なスポーツに取り組める環境づくりに努めます。

スポーツ基本計画
(令和4年3月/第3期計画)

北海道スポーツ推進計画
(令和5年3月/第3期計画)

スポーツ施設のストック適正化ガイドライン
(平成30年3月/平成31年4月一部開設)

新ひだか町都市計画マスタープラン
(令和3年3月)

新ひだか町第2次総合計画
(平成30年4月/令和4年12月一部改訂)

新ひだか町公共施設等総合管理計画
(平成27年12月/令和4年3月改定)

新ひだか町社会教育施設個別施設計画
(令和7年3月)

第4次新ひだか町社会教育中期計画
(令和8年3月)

新ひだか町新総合体育施設基本構想
(令和8年度策定)

新ひだか町

国

道



新ひだか町都市計画マスタープラン

第2章 2-1 「土地利用の方針」⑸拠点系

新ひだか町公共施設等総合管理計画

Ⅲ公共施設等の総合的かつ計画的な管理に関する基本的な方針

新ひだか町社会教育施設個別施設計画

3．社会教育施設等の実態

5．施設整備の方針

第4次新ひだか町社会教育中期計画

重点目標⑸生涯スポーツの実現とスポーツ交流人口の拡大

9．スポーツ事業
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　大規模公共施設などの都市機能は、それぞれ交通・交流の拠点、スポーツの拠点、緑と文化の

拠点、福祉の拠点、軽種馬産業の拠点として位置づけます。

　公共施設等の老朽度を勘案しながら、長寿命化による更新年数延長に取り組み、維持管理・修

繕・更新等の総費用の縮減・平準化を図るとともに、更新にあたっては、延べ面積を縮減するこ

とを基本とし、当該施設の必要性を多角的に検証したうえで、真に認められたもののみを残すこ

とで、総量の縮減にも取り組む。

　複数の体育施設の建物が、健全度40点以下と緊急性の高い劣化状況にあることが指摘されてお

り、全面的な改修の時期や手法についての検討が必要となる。

　ハザードマップで、安全とは言えない場所に立地する施設については、老朽化した施設も多く

複合化のメリットも見込めることから、移転複合立替について検討する。

・年代に応じたスポーツの参加機会を提供し、スポーツの日常化に努める。

・各種スポーツ団体を通して大会や合宿を誘致し、地元の活性と交流人口の拡大を図る。

・青少年のスポーツ活動を支援するため、生涯学習人材バンクを活用した指導者の発掘及び育成

による人づくりを目指す。

・各種スポーツ教室を開催し、町民のスポーツをする機会を提供する。

・スポーツに親しみ健康で健やかに生きてゆくために、スポーツの日常化を図る。

・スポーツ団体を支援し、町民のスポーツに関わる機会の提供とスポーツ人口の拡大を目指す。

・各種スポーツ大会参加を奨励し、スポーツ交流人口の拡大、競技力の向上を支援する。



第２章　現体育施設の現状と実績

 １.現状

　①静内体育館

老朽化し、立ち入り禁止となっている外階段 白華現象化している外階段の塗装

使用頻度の高いトレーニング室 劣化により板材が露出したベンチ部分

壁全体にクラックの入った小体育室 剥がれ・軋む音がする小体育室の床 蹴上が高く、勾配が急な観覧席
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　➁山手体育館

(青少年会館)

踏板を増設した青少年会館側 急傾斜になっているスロープ 蹴上が高くなった体育館側入口

入口の階段 上り口

屋根材からの錆落ちで汚れた外壁 地盤沈下 勾配が急で蹴上の高い

ギャラリーの階段

ボールが上がるたび登る必要が バリアフリーになっていない狭い通路

ある体育館窓
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　③豊畑体育館

老朽化により割れた掲揚旗の基礎 クラックの入った柱の基礎 老朽化し、タイルが割れ・

剥がれた入口階段

１機しかない温風暖房 LED化されていない暗い照明建物の歪みのため嵌らない競技室の扉
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　④静内武道館

錆や劣化が著しい外壁・窓

網戸が破れて窓を開放できないため、 LED化されていない照明

網戸代わりにネットを取り付けた非常口を開放して換気

建付けの歪みにより開閉しづらい 水回りは凍結しやすく、凍結防止用の赤外線ランプを使用

更衣室の扉
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　２.利用実績

⑴利用状況一覧

R1(H31) R2 R3 R4 R5 R6 R7

静内体育館 25,497 21,905 19,612 25,923 26,644 28,665 29,401

山手体育館 23,908 18,960 15,533 21,098 20,798 21,241 20,523

豊畑体育館 1,962 1,747 990 1,884 1,826 1,492 975

静内武道館 5,674 3,485 3,847 3,456 5,034 4,940 4,150

総　計 57,041 46,097 39,982 52,361 54,302 56,338 55,049

(参考)

件数 人数

静内体育館 9,504 996 19,897

山手体育館 2,493 1,230 18,030

豊畑体育館 0 99 975

静内武道館 34 81 4,116

計 12,031 2,406 43,018

※年間開館日307日に対する稼働率。　※100％超は大会や合宿等の利用希望がある場合に、施設管理に

　支障のない範囲で休館日を臨時開館したもの。（例：土・日・月の3日日程で合宿を希望)　

⑵スポーツ団体数

R2 R3 R4 R5 R6 R7

団体数 19 19 17 17 17 16

会員数 1,588 1,530 1,494 1,494 1,201 1,250

団体数 19 19 19 19 19 18

会員数 339 372 367 449 388 377

団体数 80 73 78 84 87 83

会員数 1,323 1,212 1,249 1,517 1,310 1,292

118 111 114 120 123 117

3,250 3,114 3,110 3,460 2,899 2,919

静内体育館及び山手体育館は利用度が高い。スポーツ協会やスポーツ少年団本部への

加盟団体数は僅かに減少しているものの、体力作りや交流を目的としたその他団体に

は大きな変動はない。

R7年度利用内訳 個人利用
団体利用

合計人数 ※施設稼働率

20,523 101.3%

※R2･R3 コロナ禍

29,401 101.3%

975 32.2%

4,150 78.5%

全会員数
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55,049 -

スポーツ協会

スポーツ少年団本部

その他

社会体育関係団体

全団体数



⑶団体利用における利用目的別件数及び人数

※大会及び合宿の件数・人数は延数。
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団体の利用目的では、通常の競技練習利用の次に大会開催が多い。（表⑶-1、表⑶-2）

大会の種目割合は、バレーボールの利用が約半数をしめている。（表⑶-3、表⑶-4）

　１大会２日日程、100人参加の場合、「２件」「200人利用」と算出。

表⑶-３大会の種目割合 表⑶-４大会の種目割合人数

表⑶-１ 団体利用目的割合

通常利用

79%

大会

15%

合宿

5%

その他 1%

表⑶-２ 団体利用目的件数・人数
通常利用 大会 合宿 その他 計

件数 915 50 26 5 996

人数 13,623 4,159 1,722 393 19,897

件数 1,194 24 12 0 1,230

人数 15,222 2,246 562 0 18,030

件数 99 0 0 0 99

人数 975 0 0 0 975

件数 80 1 0 0 81

人数 4,100 16 0 0 4,116

件数 2,288 75 38 5 2,406

人数 33,920 6,421 2,284 393 43,018
合　計

静内体育館

豊畑体育館

静内武道館

山手体育館

種目 人数

バレーボール 2,944

サッカー 1,362

卓球 1,116

バスケットボール 539

剣道 150

バドミントン 228

ミニバレーボール 60

ソフトテニス 22

計 6,421



　⑷個人利用における時間帯別利用者年齢

32.81％→40.8％へ

　⑸個人利用における種目別利用者数
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午前は70歳代以上の利用が多く、午後

からは小中高校生の10歳代の利用者が多

くなる。放課後の時間に利用することが

多いためと考える。夜間は20歳代の利用

が最も多い。

個人利用は、10歳代以下の利用が全体

の40.8％であり、学生が最も多く利用し

ている。（表⑷‐１、⑷-２）

表⑷-１ 時間帯別利用者

表⑷-２ 時間帯別利用者年齢

静内体育館には町施設で唯一のトレーニング室があり、そ

の利用が過半数を超えている。

次いで小中高校生の個人利用と、家族利用でのバドミント

ン・バスケットボール・卓球等の利用が多く、体力向上や健

康増進のために利用する方と、スポーツを通した交流を目的

とする方々が多い傾向にある。（表⑸-１、⑸-２）

表⑸-１ 種目別利用者割合

表⑸-２ 種目別利用者数

9～12時 28 595 264 242 188 257 361 1,281 402 3,618 30.1%

12～15時 75 1,579 285 210 188 119 178 164 41 2,839 23.6%

15～18時 28 2,396 653 268 216 151 138 85 8 3,943 32.8%

18～21時 3 201 549 287 202 336 48 5 0 1,631 13.5%

合計 134 4,771 1,751 1,007 794 863 725 1,535 451 12,031 -

％ 1.1% 39.7% 14.5% 8.4% 6.6% 7.2% 6.0% 12.8% 3.7% - 100.0%

合　計
10歳

未満
10代 20代 30代 合計 ％40代 50代 60代 70代

80歳

以上

種目 利用者数 割合

トレーニング・ランニング 6,298 52.35%

バドミントン 2,099 17.45%

バスケットボール 1,166 9.69%

卓球 940 7.81%

バレーボール 734 6.10%

体操（フィットネス） 490 4.07%

柔道・空手 95 0.79%

ヒップホップダンス 31 0.26%

ミニバレーボール 14 0.12%

ソフトバレーボール 1 0.01%

陸上競技 1 0.01%

その他（付添等） 162 1.34%

12,031 100.00%



　３.スポーツ大会等の実績 ★青少年　　○成人

⑴スポーツ大会等年度別
令和５年度 競技種目 大会名等 出場者数

バレーボール ★ 日高地区秋季中学生大会 100

バレーボール ★ 日高管内小学生大会 150

バレーボール ○ 日高地区春季会長杯 100

バレーボール ○ 日高地区秋季会長杯 100

バレーボール ○ 日高ママさんバレー 45

バレーボール ○ 日高春季バレー大会 150

バレーボール ○ 教職体 95

バレーボール ★ 春季小学生大会 100

バドミントン ★ 中体連バドミントン 150

バドミントン ○ 全日高社会人バドミントン大会 30

バドミントン ★ 伊藤杯小中学生大会 60

フロアカーリング ○ 日高中部障害者職親会フロアカーリング交流会 30

運動会 ○ 北海道知的障害者福祉協会バリアフリー交流運動会 60

剣道 ★ 春季練成会 20

剣道 ★ 剣道稽古会 150

剣道 ○ 指導者講習会 50

剣道 ★ 交流大会日高予選 100

剣道 ★ 少年団全日高大会 200

剣道 ★ 日高中部剣道大会 20

剣道 ★ 交歓剣道大会 100

卓球 ★ 賀集杯卓球大会 160

卓球 ★ 全日高卓球選手権 100

卓球 ★ 中学選抜卓球大会 70

卓球 ★ ニッタク杯 150

ソフトテニス ★ 中体連ソフトテニス大会 40

ソフトテニス ★ ソフトテニスセミナー 300

ソフトテニス ★ クリスマスカップ日胆代表選考会 225

ソフトテニス ★ 全道小学生静内大会 300

ソフトテニス ★ 全道中学生静内大会 200

ソフトテニス ★ 日高管内高校生ソフトテニス新人戦大会 15

ソフトテニス ★ 中学校新人戦大会 20

ソフトテニス ★ 全日高ソフトテニス大会 30

静内体育館

山手体育館
バスケットボール ★ 中体連バスケット 200

バレーボール ★ 静内ロータリークラブ杯 600

バレーボール ○ B級トーナメント 150

静内体育館

山手体育館

三石スポーツセンター

バレーボール ○ 北海道クラブ会長杯 400

軟式野球 ○ 国体大会 160

軟式野球 ○ 道央南ブロック予選 70

古川公園野球場

三石緑ヶ丘公園球場
軟式野球 ○ 高松宮大会 160

軟式野球 ○ 信金大会道南地区大会 65

軟式野球 ★ 日高管内オープン戦 60

サッカー ★ サッカー大会 400

サッカー ★ U-9　フットサル大会 300

サッカー ★ U-11 フットサル大会 120

サッカー ★ 全道フットサル予選 160

47大会 6,265

うち、静内・山手体育館・武道館利用　26大会 3,640

三石緑ヶ丘公園球場

左岸緑地公園

サッカー場

合計
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静内体育館

山手体育館

古川公園野球場

右岸緑地公園

テニスコート

静内体育館

山手体育館



令和６年度 競技種目 大会名等 出場者数

バレーボール ★ 日高春季バレー大会 160

バドミントン ★ 伊藤杯小中学生大会 97

バドミントン ★ 全日高中学生新人戦 180

バドミントン ★ 新雪荘杯バドミントン小学生大会 60

ソフトテニス ★ 全日高インドアソフトテニス大会 24

バレーボール ○ 教職体 54

バレーボール ★ 日高地区中学秋季大会 100

バレーボール ★ 春季小学生大会 100

バレーボール ○ 日高地区春季会長杯 100

バレーボール ○ 日高地区秋季会長杯 100

バレーボール ★ 少年団大会日高地区予選 80

剣道 ★ 春季練成会 20

剣道 ★ 剣道稽古会 16

剣道 ★ 交流大会日高予選 54

卓球 ★ 全日高卓球選手権 86

卓球 ★ 中学選抜卓球大会 100

卓球 ★ 中学新人戦 91

卓球 ★ ニッタク杯 150

卓球 ★ 賀集杯卓球大会 150

卓球 ★ 管内中学校卓球交流大会 75

バスケットボール ★ ライオンズ杯 356

バスケットボール ★ 中学新人戦 100

バレーボール ★ 静内ロータリークラブ杯 696

バレーボール ○ B級トーナメント 320

静内体育館

山手体育館

三石スポーツセンター

バレーボール ★ 全日本小学生大会南北海道大会 350

静内武道館 柔道 ★ 日高地区中学校体育大会柔道大会 25

ソフトテニス ★ 中体連ソフトテニス大会 40

ソフトテニス ★ U-14 日胆地区選考会 21

ソフトテニス ★ 日高管内高校生ソフトテニス新人戦大会 16

ソフトテニス ★ 中学校新人戦大会 20

ソフトテニス ★ 全日高ソフトテニス大会 40

ソフトテニス ★ 全日高春季大会 70

軟式野球 ○ マスターズ日高支部予選 126

軟式野球 ○ 自治労野球選手権日高ブロック 110

軟式野球 ○ 高松宮大会 480

軟式野球 ○ 天皇賜杯日高支部大会 210

軟式野球 ○ 国民スポーツ大会日高予選 90

軟式野球 ○ 東日本2部南北海道大会 370

軟式野球 ○ 東日本1部日高支部大会 90

軟式野球 ○ 南北海道大会 150

三石緑ヶ丘公園球場 軟式野球 ★ 三石スポーツ少年団大会 200

サッカー ★ U-10 フットサル大会 196

サッカー ★ バーモントカップ予選 178

サッカー ★ 全道フットサル予選 210

44大会 6,261

うち、静内・山手体育館・武道館利用　26大会 3,644
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合計

静内体育館

山手体育館

静内体育館

山手体育館

静内体育館

山手体育館

右岸緑地公園

テニスコート

古川公園野球場

古川公園野球場

三石緑ヶ丘公園球場

左岸緑地公園

サッカー場



令和７年度 競技種目 大会名等 出場者数

バドミントン ★ 伊藤杯小中学生大会 80

バドミントン ★ 新雪荘杯バドミントン小学生大会 60

バレーボール ○ 教職体 117

バレーボール ★ 少年団大会日高地区予選 30

バレーボール ★ 春季小学生大会 70

バレーボール ★ 高校新人大会 76

バレーボール ★ 高校日高地区予選 40

バレーボール ★ 日高地区秋季高校生大会 40

バレーボール ★ 日高地区秋季中学生大会 100

バレーボール ★ 日高管内中学選抜大会 285

バレーボール ○ 日高地区春季会長杯 120

バレーボール ○ 日高地区秋季会長杯 30

バレーボール ○ 審判講習会 101

サッカー ★ U-10 交流大会 165

バトミントン ★ 全日高バトミントンダブルス大会 59

卓球 ★ 中学新人戦 68

卓球 ★ ニッタク杯 150

卓球 ★ 国民スポーツ卓球大会 150

剣道 ★ 剣道稽古会 16

剣道 ○ 指導者講習会 64

剣道 ★ 交流大会日高予選 100

剣道 ★ 少年団全日高大会 50

剣道 ★ 交歓剣道大会 36

静内体育館

山手体育館
バスケットボール ★ ライオンズ杯 288

バレーボール ★ 静内ロータリークラブ杯 310

バレーボール ○ B級トーナメント 144

三石スポーツセンター バレーボール ○ 9人制バレーボール大会 80

静内武道館 剣道 ★ 赤胴剣道大会予選 20

ソフトテニス ★ クリスマスカップ日胆代表選考会 60

ソフトテニス ★ U-14 日胆地区選考会 50

ソフトテニス ★ 全道中学生静内大会 200

ソフトテニス ★ 日高管内高校生ソフトテニス新人戦大会 40

ソフトテニス ★ 全日高ソフトテニス大会 50

ソフトテニス ★ 全日高春季大会 200

軟式野球 ★ 高円宮全道大会 210

軟式野球 ○ 北海道知事杯　日高支部大会 120

軟式野球 ○ 審判講習会 100

軟式野球 ★ U10交流大会 140

軟式野球 ★ グリーンカップ 80

古川公園野球場 軟式野球 ○ 高松宮大会 330

軟式野球 ★ 三石スポーツ少年団大会 200

軟式野球 ★ 高円宮杯全日本学童軟式野球大会 320

軟式野球 ★ 少年春季軟式野球大会日高支部予選 100

サッカー ★ バーモントカップ予選 197

サッカー ★ 全道フットサル予選 181

45大会 5,427

うち、静内・山手体育館・武道館利用　26大会

※数字は大会数及び実参加人数
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　前述の、団体利用における利用目的別件数及び人数は１日当たりの算出となるため、１大会２日日程、100人実参

加の場合は「２件」「200人利用」となる。

左岸緑地公園

サッカー場

合計

三石緑ヶ丘公園球場

静内体育館

山手体育館

静内体育館

山手体育館

右岸緑地公園

テニスコート

古川公園野球場



⑵スポーツ大会等競技別まとめ

　４.スポーツ合宿利用状況

会場 競技種目 件数 延べ人数
バドミントン 1 60
バレーボール 7 1490
躰道 1 68

静内川右岸緑地公園テニスコート ソフトテニス 1 80
静内温水プール 水泳 1 138

ミニバスケ 1 60
陸上 1 31
硬式野球 1 298
準硬式野球 1 80

15 2,305
バドミントン 3 174
バレーボール 8 1953

山手体育館 剣道 1 192
静内川右岸緑地公園テニスコート ソフトテニス 2 1,383
静内温水プール 水泳 1 126

ミニバスケ 1 42
陸上 1 42
バレーボール 3 97
バドミントン 1 44
準硬式野球 1 88
野球 1 90

23 4,231
静内体育館 バレーボール 6 1513
山手体育館 剣道 1 360
静内川右岸緑地公園テニスコート ソフトテニス 6 1,951

陸上 1 27
ミニバスケ 1 19
バレーボール 2 90
宿泊学習 1 23
硬式野球 1 37
準硬式野球 1 81
野球 1 50

21 4,151
※1　三石スポーツセンターには宿泊施設及び炊事場がある。
※2　静内地域の体育施設で活動する団体は、民間の宿泊施設を利用している。
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R7
三石スポーツセンター

合計

R5

静内体育館

三石スポーツセンター

合計

R6

静内体育館

三石スポーツセンター

合計

大会 参加者 大会 参加者 大会 参加者

バレーボール 11 1,990 10 2,060 14 1,543

バドミントン 3 240 3 337 3 199

バスケットボール 1 200 2 456 1 288

卓球 4 480 6 652 3 368

剣道 7 640 3 90 6 286

柔道 1 25

障がい者競技(交流) 2 90

ソフトテニス 1 24

サッカー 1 165

ソフトテニス 8 1,130 6 207 6 600

軟式野球 5 515 9 1,826 9 1,600

サッカー 4 980 3 584 2 378

Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7

屋

外

施

設

屋

内

施

設



5．人口及び体育施設利用者の推計 　※将来推計総人口は新ひだか町人口ビジョン(2024年度改訂版)より

⑴新ひだか町人口の推移

⑵現体育施設の利用者と推計　(第2章2 利用実績より)

※将来推計数値はR8.3の割合をもとに算出

⑶人口一人当たりのスポーツ施設利用回数（新ひだか町第2次総合計画より)

●総合計画目標

　

●R6からは目標を

　上回っている。

16

　H28の利用回数

　6.96回を維持。

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

R2.3 R3.3 R4.3 R5.3 R6.3 R7.3 R8.3 R12 R17 R22

児童幼児期 12歳↓ 少年期 18歳↓ 青年期 40歳↓

中年期 65歳↓ 高齢期 66歳↑

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

R2.3 R3.3 R4.3 R5.3 R6.3 R7.3 R8.3 R12 R17 R22

静内体育館 山手体育館 豊畑体育館

静内武道館 総 計

3.00

5.00

7.00

9.00

H28 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

目標基準値

4.83回 ｺﾛﾅ

6.96回
8.03回

R2.3 R3.3 R4.3 R5.3 R6.3 R7.3 R8.3 R12 R17 R22

総人口 21,933 21,469 21,071 20,691 20,304 19,885 19,530 18,203 16,605 15,108

高齢期 7,294 7,258 7,228 7,127 7,017 6,939 6,827 6,363 5,805 5,281

中年期 7,179 7,045 6,930 6,910 6,838 6,747 6,684 6,230 5,683 5,171

青年期 4,291 4,112 3,970 3,826 3,743 3,617 3,551 3,310 3,019 2,747

少年期 1,056 1,021 1,001 974 983 964 955 890 812 739

児童幼児期 2,113 2,033 1,942 1,854 1,723 1,618 1,513 1,410 1,286 1,170

※将来推計数値はR8.3の割合をもとに算出

将来推計



部の活動なし

部の活動なし

部の活動なし

部の活動なし

部の活動なし

部の活動なし

地域クラブに移行

部の活動なし

部の活動なし

「様似中」と合同チーム

部の活動なし

R7年度末活動終了

地域クラブに移行

単独チームでの活動

部の活動なし

部の活動なし

部の活動なし

単独チームでの活動

単独チームでの活動

単独チームでの活動

地域クラブに移行

地域クラブに移行

部の活動なし

部の活動なし

部の活動なし

部の活動なし

「静中」と合同チーム

「三中」の合同チーム

単独チームでの活動

単独チームでの活動

「様似中」との合同チーム

部の活動なし

単独チームでの活動

単独チームでの活動

部の活動なし

単独チームでの活動

単独チームでの活動

単独チームでの活動

単独チームでの活動

部の活動なし

部の活動なし

17

ー 展開先未定第三中学校

三石中学校

未定 　ー ー ー14

美
術
部

静内中学校

ー 展開先未定第三中学校

三石中学校

未定 　ー ー ー13

吹
奏
楽

静内中学校

課題/展開など
6年度 7年度 8年度 1年 2年 指導者

　⑵ 文化系部活動

№ 種別 学　校　名 活動状況
地域展開

地域クラブ（受皿） 主な活動場所
クラブ員数

ー第三中学校

三石中学校

未定 　ー ー ー12
卓
球

静内中学校

ー11

バ
ス
ケ

ッ
ト
男
子

ー第三中学校

三石中学校

未定 　ー ー

静内中学校

第三中学校

三石中学校

未定 　ー ー ー10
野
球

静内中学校

29
陸
上

ー

月・水・金　18:00～20:00第三中学校

三石中学校

三石陸上クラブ
旧延出小学校

三石中学校
4 1

静内中学校

火・水・金　16:30～18:30

土　　　　　  9:00～12:00
第三中学校

三石中学校

静内FC　U15 静内中学校グラウンド 9 48

サ

ッ
カ
ー

静内中学校

47

Ɏ
ɇ
ɝ
ɱ
Ɇ
ɱ

6

月・水・金　19:00～21:00第三中学校

三石中学校

静内バドミントン

ジュニア

静内第三中学校

静内体育館

山手体育館

6 4

静内中学校

0
火・木　19:00～21:00

土　　　 9:00～12:00
第三中学校

三石中学校

WINNERS
静内体育館

山手体育館
16

バ
レ
ー

ボ
ー

ル

男
子

静内中学校

45

バ
レ
ー

ボ
ー

ル

女
子

6

6
火・金　17:00～19:00

土　　　 10:00～13:00
第三中学校

三石中学校

SVC
静内体育館

山手体育館
1

静内中学校

月・火・木・金　17:00～

19:00

土　　　　　　　　 13:00～

16:00

第三中学校

三石中学校

静内バスケットボー

ルクラブU15

静内中学校

静内体育館

山手体育館

24

バ
ス
ケ

ッ
ト

女
子

静内中学校

23

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

4 3

火・水・金　17:00～19:00

土・日　　　 10:00～12:00
第三中学校

三石中学校

静内クラブ

右岸テニスコート

静内第三中学校

（冬）

2 9

静内中学校

第三中学校
静内柔道スポーツ

少年団
静内武道館 2 1 5 水・金　18:30～20:302

柔
道

静内中学校

三石翔武館
三石スポーツセンター・

三石中学校
2 1 3

月・火・木　18:30～21:00

水・金   　　18:30～20:00

1
剣
道

三石中学校

静内剣心
静内武道館・

青少年会館
1 1

静内中学校

三石中学校

クラブ員数（町内外）
練習時間

6年度 7年度 8年度 1年 2年 3年

0
火・木　18:00～20:00

土　 　　10:00～12:00

第三中学校 部の活動なし

６.部活動地域展開の進捗状況（R8.7月末現在）
　⑴ スポーツ系部活動

№ 種別 学　校　名 活動状況
地域展開

地域クラブ 主な活動場所

部活動地域展開に伴う体育施設利用については、

一時的に「学校部活動」と「地域クラブ」との共存時

期があるものの、令和10年度を目途とした地域展

開完了後は、学校開放事業の活用も併せて、活

動場所の確保は安定するものと推測する。



第３章　新体育施設の整備要望

● 平成21年1月要望（総合運動公園）

● 平成23年3月要望 ● 令和3年8月要望

　「これからの体育施設を考える会（新ひだか町スポーツ協会）」より、平成21年から継続

して新体育施設建設要望書が提出されています。

　内容は、本町体育施設の全体が老朽化しており危険度が高いことや、競技人口の増加によ

り施設が手狭になり競技団体の活動に対応しきれていないこと、また全道大会等の開催要請

があっても施設環境が万全ではないため、対応が困難であること等を理由に、体育施設の建

設が要望されています。

　平成23年度からは防災機能や文化ホールとしての役割をもつ施設の検討についても併せて

要望がありましたが、平成29年度に町内の文化施設が整備されたことを受け、令和3年の要

望では、メインアリーナとサブアリーナとの、現行の施設を複合しつつ機能を高める施設要

望が提出されています。
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第４章　社会教育団体等の活動に関するアンケート調査

　１.調査結果

●町民からの主な意向

屋内施設

屋外施設

　右岸テニスコート　　夜間使用のため、照明器具を設置してほしい。

　左岸芝生グランド（サッカー場）　夏の水まきや草刈りの頻度を高めてほしい。

その他、運用として

●５年前と比べた環境（施設の整備、更新状況について）

１．かなり良くなった 2%

２．やや良くなった 11%

３．変わらない 64%

４．やや悪くなった 14%

５．かなり悪くなった 9%

　新ひだか町教育委員会では令和５年度に社会教育団体等を対象として、生涯学習活動

を行う団体等の現状課題や、町に求める支援策等を把握するため、「社会教育団体等の

活動に関するアンケート調査」を実施しました。その中で、体育施設に関する回答結果

は次のとおりです。

　静内体育館・山手体育館については、老朽化に伴う雨漏りへの苦情と、トレーニング

室のほか備品の更新を願う声が多数。

　静内体育館は、老朽化による暖房効率の悪さから冬季の暖房に関する意見が多数。

　静内武道館は、畳の色が旧式であるため、新規格の畳に張り替えをしてほしい。

　「スポーツする町」として、全道大会等を開催できる体育施設があれば、もっと町の

PRができる。

　団体活動するにあたって、希望する活動日数が確保できないことや、冬期間における

屋外競技スポーツ団体等の活動場所の確保が困難。

13%

23%
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　２.集計結果からの考察

●自由記述欄

夜間使用できるテニスコートがないので、右岸テニスコートに照明器具を設置してほし

い。

小学校体育館のワックスが効いていない。（学校開放）

小学校体育館の照明が暗い。（学校開放）

20

トレーニング器具を更新してほしい。

体育館の照明がＬＥＤになり明るくなった。

体育館の照明が明るすぎて、ボールが見えないときがある。

山手体育館を月曜日も使用できるようにしていただきたい。また雨漏りの修繕と照明の

取替をお願いしたい。

武道館の現在の畳は昔の色であるため、畳の張替をお願いします。

三石旭ヶ丘運動公園のグランドの土が悪く、雑草も多く、自分たちでは管理や整備がし

きれない。

器具等が劣化している

　アンケートの「活動している施設について５年前と比べた環境等」についての回答で

は「変わらない」と回答した割合は半数を超えるものの、「やや悪くなった」や「かな

り悪くなった」と回答した割合は22.7％となりました。

　「良くなった」と答えた要因は照明のＬＥＤ化によるものと考えますが、「悪くなっ

た」との答えは、施設の老朽化に伴う故障等に修繕が間に合っていないものと考えま

す。

　自由意見の記述欄には施設に対する修繕要望について多数の回答がありました。

静内体育館の雨漏り改善を希望します。　※雨漏りについての意見は他１０件あり

備品が老朽化している。

１．かなり良くなった…

２．やや良くなった…

３．変わらない

64%

４．やや悪くなった

14%

５．かなり悪くなった

9%



第５章　新ひだか町社会教育施設個別施設計画

　１．計画の背景・目的等

⑴背景

⑵目的

⑶計画の位置づけ

２．上位・関連計画等の整理 (省略)

３．社会教育施設等の実態

　策定にあたっては「文部科学省　学校施設の長寿命化計画に係る手引き及び解説書」、「ス

ポーツ施設のストック適正化ガイドライン」等を踏まえ策定することとします。

　本計画は、現行の「新ひだか町第２次総合計画」などの総合的戦略プランを上位計画とし、平

成27年度に策定した「新ひだか町公共施設等総合管理計画」の基本方針や用途別の改善方針を踏

まえ、施設ごとの保全や再編方針を示す個別施設計画として策定するものです。

　社会教育施設等の老朽化状況の把握を構造躯体の健全性の把握と躯体以外の劣化状況の把握

から行い、長寿命化を行った場合の今後の維持・更新コストを試算し、現状と課題を整理しま

す。計画対象施設の構造躯体の健全性については耐震安全性と長寿命化判定の２点から整理し

ます。
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　これらの背景を踏まえ、所管する社会教育施設について老朽化状況の把握を行い、これからの

社会教育施設の在り方について中長期的な見通しを設定し、総合的かつ計画的に長寿命化等を推

進していくために「新ひだか町社会教育施設個別施設計画」を策定します。

　社会教育・体育施設の在り方について、厳しい財政状況のもと町民ニーズに応えるための効果

的、効率的な老朽施設の再生について中長期的な計画を設定して整備に関しトータルコストの縮減

と予算の平準化を図るとともに、施設改修の優先度を定めて将来の新体育施設建設に向けた検討

課題とするため、新ひだか町社会教育施設個別施設計画を策定しました。

　策定にあたり実施した施設劣化状況調査結果では、特に静内体育館、山手体育館、静内武道館

の劣化状況は深刻であり、早急な大規模改修もしくは移転計画が必要とされました。また、災害

時の避難所等に対応しがたい立地であることからも、近い将来に防災・避難所等の機能を併せ

持った複合施設として移転するのが望ましいと提起されています。

　三石スポーツセンターも同様に劣化は進んでいますが、平成24年に耐震改修工事、令和3年に外

壁防水工事を実施しており、今後も三石エリアのメインとなるスポーツ施設として長寿命化改修を

計画的に実施し、継続利用することとしています。以下、計画の抜粋を掲載します。

「新ひだか町社会教育個別施設計画」令和7年3月策定（抜粋）

　新ひだか町教育委員会が所管する社会教育・スポーツ関連施設（以下｢社会教育施設｣という）

においては昨今、多くの施設で老朽化が進んでおり大規模改修や改築など対策が必要な時期を迎え

ています。また、町全体の人口減少が続く等、施設が建設され始めた時代とは状況が変化していま

す。



⑴耐震安全性

■耐震安全性確保の状況

⑵長寿命化判定

三石スポーツセンター ○〈平成21年度〉 平成24～25年実施 有
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静内武道館 （対象外） － 要調査

山手体育館 （対象外） － 要調査

静内体育館 ○〈平成11年度〉 平成21年実施 要再調査

　静内体育館は平成11年に耐震診断を実施、平成21年度に耐震改修工事を実施しているものの、

建築基準法が平成12年、19年に改正になっており、それ以前の耐震診断によって行われた耐震補

強の場合、再調査が必要となります。

　三石スポーツセンターは平成21年度（22年3月）に耐震診断を実施、平成24～25年度に耐震改修

工事を実施していることから耐震安全性が確保されていると考えます。

　静内武道館、山手体育館は、平屋建で面積が小さいことから対象外とされていましたが、今後長

期にわたって使用する場合は再調査が必要となります。

旧耐震建設物：4棟 耐震診断済：2棟 耐震改修済：2棟 耐震性能

西暦 和暦 基準 診断 補強
調査

年度

圧縮

強度

試算上の

区分

1 ① RC 3 5,090 1987 S62 36 新耐震 対象外 長寿命

2 ➁ 図書館・博物館 RC 1 2,856 2014 H26 9 新耐震 長寿命

3 ③ 静内体育館 RC 2 2,179 1968 S43 55 旧耐震 済 済 H11 27.2 要調査

4 ④ 静内武道館 S 1 610 1976 S51 47 旧耐震 対象外 × － 要調査

5 ⑤ 山手体育館 S 1 1,245 1981 S56 42 旧耐震 対象外 × － 要調査

6 ⑥ 静内温水プール RC 2 2,164 1994 H6 29 新耐震 長寿命

⑦ 静内古川公園球場 本部席 RC 1 44 1988 S63 35 新耐震 長寿命

⑧ ダッグアウト RC 1 100 1988 S63 35 新耐震 長寿命

⑨ 物品庫兼スコアボード S 1 37 1988 S63 35 新耐震 長寿命

⑩ ライディングヒルズ静内 クラブハウス S 1 1,996 2000 H12 23 新耐震 長寿命

⑪ 物品庫 S 1 168 2000 H12 23 新耐震 長寿命

⑫ 厩舎 W 1 628 2000 H12 23 新耐震 長寿命

⑬ 馬糞置場 S 1 66 2000 H12 23 新耐震 長寿命

9 ⑭ 三石陶芸会館 W 1 96 2004 H16 19 新耐震 長寿命

10 ⑮ RC 3 2,985 2017 H29 6 新耐震 長寿命

11 ⑯ 三石スポーツセンター RC+S 2 2,607 1973 S48 50 旧耐震 済 済 H21 長寿命

⑰ 三石旭ヶ丘運動広場 球場本部席 RC 1 20 1985 S60 38 新耐震 長寿命

⑱ ダッグアウト S 1 28 1985 S60 38 新耐震 長寿命

⑲ 三石緑ヶ丘運動公園球場 本部席 RC 1 24 1987 S62 36 新耐震 長寿命

⑳ ダッグアウト RC 1 34 1987 S62 36 新耐震 長寿命

㉑ 観覧席 S 1 34 1987 S62 36 新耐震 長寿命

総合町民センター・図書館三石分館

12

13

長寿命化判定

公民館・コミュニティセンター

建築年度

築年数

耐震安全性

施設名 建物名 構造 階数
延床面積

（㎡）

7

8

西暦 和暦 基準 診断 補強
調査

年度

圧縮

強度

試算上の

区分

1 ① RC 3 5,090 1987 S62 36 新耐震 対象外 長寿命

2 ➁ 図書館・博物館 RC 1 2,856 2014 H26 9 新耐震 長寿命

3 ③ 静内体育館 RC 2 2,179 1968 S43 55 旧耐震 済 済 H11 27.2 要調査

4 ④ 静内武道館 S 1 610 1976 S51 47 旧耐震 対象外 × － 要調査

5 ⑤ 山手体育館 S 1 1,245 1981 S56 42 旧耐震 対象外 × － 要調査

6 ⑥ 静内温水プール RC 2 2,164 1994 H6 29 新耐震 長寿命

⑦ 静内古川公園球場 本部席 RC 1 44 1988 S63 35 新耐震 長寿命

⑧ ダッグアウト RC 1 100 1988 S63 35 新耐震 長寿命

⑨ 物品庫兼スコアボード S 1 37 1988 S63 35 新耐震 長寿命

⑩ ライディングヒルズ静内 クラブハウス S 1 1,996 2000 H12 23 新耐震 長寿命

⑪ 物品庫 S 1 168 2000 H12 23 新耐震 長寿命

⑫ 厩舎 W 1 628 2000 H12 23 新耐震 長寿命

⑬ 馬糞置場 S 1 66 2000 H12 23 新耐震 長寿命

9 ⑭ 三石陶芸会館 W 1 96 2004 H16 19 新耐震 長寿命

10 ⑮ RC 3 2,985 2017 H29 6 新耐震 長寿命

11 ⑯ 三石スポーツセンター RC+S 2 2,607 1973 S48 50 旧耐震 済 済 H21 長寿命

⑰ 三石旭ヶ丘運動広場 球場本部席 RC 1 20 1985 S60 38 新耐震 長寿命

⑱ ダッグアウト S 1 28 1985 S60 38 新耐震 長寿命

⑲ 三石緑ヶ丘運動公園球場 本部席 RC 1 24 1987 S62 36 新耐震 長寿命

⑳ ダッグアウト RC 1 34 1987 S62 36 新耐震 長寿命

㉑ 観覧席 S 1 34 1987 S62 36 新耐震 長寿命

総合町民センター・図書館三石分館

12

13

長寿命化判定

公民館・コミュニティセンター

建築年度

築年数

耐震安全性

施設名 建物名 構造 階数
延床面積

（㎡）

7

8



４．施設整備の基本的な方針等 (省略)

５．施設整備の方針

⑴施設整備の規模・配置計画等の方針

①個別施設計画の基本方針

⑵施設整備に向けた方針

①社会教育施設について (省略)

②スポーツ関連施設について

６．実施計画

⑴改修等の優先順位付けと実施計画

【優先順位段階】

Ａ：緊急性が高く、５年以内を目途に何らかの改善を実施する必要のある施設

Ｂ：今後10年前後を目途に改善についての検討を始める必要のある施設

Ｃ：今後10～20年以内を目途に、大規模改修や長寿命化を実施する必要のある施設

Ｄ：今後20年前後は、定期的な点検や経常修繕を行い、20年目以降に次の改善を実施する施設
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　本町の社会教育施設等においてはほとんどの施設において安全性が確認されており、今後も長期

的視点に立ち、計画的に大規模改修や長寿命化型の改修を行うことが基本と考えられます。

　しかし、多くの町民や大会参加者などが身近に利用する施設でありながら、耐震安全性が未確

認であるスポーツ関連施設が３施設あること、それらの施設を含むいくつかの施設が、津波によ

る最大浸水深の想定が5ｍを超える場所に立地していることなどから、本計画ではそれら安全性が

確保されていない施設の更新を課題として捉え､今後の整備・活用方針に位置付けることとします｡

　本町では施設運営上の課題として、光熱水費や管理委託費等を含む維持管理費（ランニングコス

ト）が大きいこと、加えてこれからの人口減少・少子高齢化といったまちの将来を見据え、可能

な範囲での規模の縮減や施設の複合化などについても検討を行い、将来負荷や環境負荷の低減に

寄与する施設整備を目指すこととします。今後の取組みとしての個別施設計画の基本方針は「計画

的な維持管理と老朽施設の更新を契機とする、安全性の確保や将来負荷の削減」とします。

　ハザードマップで安全とは言えない場所に立地する施設については老朽化した施設も多く、

複合化のメリットも見込めることから、移転複合建替について検討することとします。

　現状施設の運用状況や活用状況、また改修履歴や現在の劣化状況等を総合的に判断し、今後の

施設整備の方針と優先順位を５段階で設定します。



1

2

3

4

5

6

8

9

10

11

12

13

7．計画の継続的運用方針 (省略)

8．今後に向けて

　新総合体育施設整備への展望、検討手順の設定

　今後のスポーツ関連施設等整備の考え方

　５年後の本計画見直し時には、総合計画見直し(令和10年度予定)への折り込み調整を行い、具体

的な年次計画の設定を検討します。具体的には、基本方針、機能規模の設定、事業規模・事業方

式(PFIなど)や管理運営方式、防災・避難所としてのあり方など、ゼロカーボン施策等を含めた整

備構想から整備プログラムの設定等の検討手順が考えられます。

　今後のスポーツ関連施設整備に向けては、各競技人口の推移を的確に把握しつつ、管内近隣町と

の体育施設の役割を分担することも想定し、管内全体のスポーツ振興に寄与する施設整備について

検討します。
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第６章　現体育施設の課題整理

⑴ 経年劣化による著しい老朽化

⑵ 分散する屋内体育施設と立地状況

⑶ 施設設備の不足

⑷ バリアフリー化の不足

⑸ 駐車場・駐輪場の不足
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　静内体育館や山手体育館は、建物のひび割れなどによる雨漏りのため、競技場が利用できな

くなるなど、経年劣化による老朽化が著しいことからも、根本的な対応が必要です。また、静

内体育館は現在の耐震基準を満たしておらず、耐震性や安全性に懸念があり、早急な対応が求

められます。

　静内武道館は、耐震診断の対象外施設ですが、社会教育施設個別施設計画劣化状況調査にお

いて、静内体育館や山手体育館と同様に、改修等が必要な施設として緊急度が高く、一時的な

補修はしているものの、早急な対応が必要です。

　町内の体育施設は各所に分散しており、施設管理体制も十分とは言えません。

　町の公共施設等総合管理計画では、公共施設の更新時には民間施設の利用・合築を視野に入

れた統合を検討するとともに、総面積の縮減に努めることを基本としています。

　また、主要施設である静内体育館は、津波、洪水浸水区域内の立地であるため、災害時の避

難所等に対応しがたい状況です。

　現体育館は、総体的に施設規模が小さく、各種スポーツの試合時には必要なウォーミング

アップに対応する会場がありません。会議室や更衣室等の設備も不十分であり、トイレ数の不

足や冷房設備がないことも、利用者へ不便をかけている要因です。これらのことにより、各種

スポーツ大会の招聘にも対応し難い状況となっています。

　また、いずれの施設もエントランスが狭く、スポーツ後の休憩や懇談の場が確保できないた

め、社会教育施設として推進する、地域コミュニティ育成の場にもなりにくい状態です。

　各施設とも、玄関入口から１階競技場へのアプローチはバリアフリー化されているものの、

通路は狭く車椅子を利用するときには交差歩行ができません。

　また、２階へはエレベーターがないために、歩行に障がいのある方は観覧席や小体育室等へ

移動するには支障があります。さらに、観覧席は大きな段差があり、通路にも車椅子用の観覧

席を設けることが困難です。

　現在の駐車スペースは静内体育館が32台、山手体育館は約20台です。団体活動の密集時間

や大会があるときは、静内体育館は付近の公民館や温水プールの駐車場をあわせて約200台の

駐車が可能ですが、山手体育館は近隣に駐車場がない為に、道路沿いに駐停車することもあ

り、近隣住民へ配慮しなければならないこともあります。

　また、自転車の駐輪場も少ないため、特に小中高校生が集うときには、人や車両との接触な

どに危険な場合があります。



第７章　新総合体育施設基本方針

１．基本方針

２．具体化するための取り組み 「第６章　現体育施設の課題整理」から

⑴ 経年劣化による著しい老朽化

⑵ 分散する屋内体育施設と立地状況

①

➁

➂

・ アリーナ メインアリーナ、サブアリーナの設置

メインアリーナは全道公式大会可能な規模とします。

・ 武道場 柔道場、剣道場を集約

・ 防災機能 メイン・サブアリーナ、柔剣道場、ランニングコース

研修室・事務室・放送室・防災備蓄倉庫　⇒避難所

コンセプト

①➡既存施設の集約化と、防災機能を備えた地域の安心安全な総合体育施設

➁➡町民の誰もが日常的にスポーツ活動、健康づくりに親しむ施設

③➡全世代の交流拠点となる機能的な施設

④➡コストバランスを意識し、地域にあった必要十分な規模で、環境にやさしい施設

　新ひだか町第2次総合計画に掲げる「スポーツ施設の整備・充実をはかり、多様なスポーツに取

り組める環境づくり」を推進するため、新体育施設は町民のスポーツ拠点としての機能を高めるこ

とを目的として体育施設を集約し、災害時には避難所として地域の安全・安心を支える、防災機能

を備えた施設とします。

　生涯スポーツの推進は、町民の心身の健康を守り、well-being（幸福感や豊かな生活）を支える

重要な要素です。年齢や体力に関わらず全世代の町民がスポーツに親しめる環境を整備し、世代

間・種目間の交流と社会的つながりを促進する「スポーツによるコミュニティの活性化」を目指

します。

　建設や維持管理にあたっては、総面積の縮減を図るとともに、コストバランスに配慮し、地域

にあった必要十分な施設規模とします。また、再生エネルギーの活用等による脱炭素型の人と環

境にやさしい施設を目指します。

新築による安全性の確保

複合･集約化による利便性の向上

町内のスポーツ団体が継続して利用でき、全道大会等の競技大会が安全に行える規模を確保し

ます。

分散する現体育施設を集約することにより、全世代がそれぞれのニーズに応じた活動を一拠点

で行うことが可能となります。スポーツ大会時には選手は会場間の移動をすることなく、役員

の分散を防ぐ事にも繋がり、安心と安全度が高まります。

緊急時、災害時の防災機能を備えます。

具体案

現施設と同様の、柔道場１面、剣道場１面を整備します。

柔道、剣道、空手のほか、健康体操やヨガなどへも活用し、

非常時には、避難所として開放します。
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⑶ 施設設備の不足

⑷ バリアフリー化の不足

⑸ 駐車場・駐輪場の不足

①

➁

③

・ トレーニングルーム、多目的運動室、研修室

講習会、機能回復、健康体操、ヨガ、ダンス等への活用

・ 全天候型ランニング・ウォーキングコース

町民の主体的な健康づくり拠点

・ 交流ラウンジ　　 地域コミュニティ拠点 子育てラウンジ

避難所設置時の受付

・ 冷暖房空調システム　　

安心快適な空間づくり

・ 再エネ・省エネ設備　　

脱炭素への取り組み

・ 駐車場・駐輪場規模　　

各種スポーツ大会、災害時の避難に対応

３．利用用途例

地域コミュニティの活性化に向け、全町民がスポーツを「する」「みる」「ささえる」機能を

整備します。

年齢・性別・障がいの有無に関わらず、誰もが安全かつ快適にスポーツに親しみ、集いあえる

よう、バリアフリーを含めたユニバーサルデザインを導入します。

省エネルギー・省資源に積極的に取り組み、環境への負荷を低減します。

具体案

27

防災機能を備えた施設の多機能化へ

バリアフリーを含めたユニバーサルデザインへ

メイン サブ ランニング 武道場 運動室 研修室 ラウンジ 子育て

シニア競技 ○ ○ ○ ○ ○

ジュニア競技 ○ ○ ○ ○ ○

競技大会 ○ ○ ○ ○ ○

シニア ○ ○ ○ △ ○ ○ ○

ジュニア ○ ○ ○ △ ○ △ ○ ○

子育て世代 ○ ○ ○ △ ○ △ ○ ○

高齢者 ○ ○ ○ △ ○ ○ ○

障がい者 ○ ○ ○ △ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○避難所

競
技
者

体
力
向

上

交流　　全世代

スポーツ競技だけではない、ライフステージに応じたスポーツ機会の提供へ

☆ 子どもの運動習慣 遊びや部活動、冬期間の遊び場

☆ 大人の健康づくり スポーツ教室やウォーキング、自主的な活動へ

☆ 高齢者の生きがい 健康づくり、転倒防止、認知症予防、レクリエーション

☆ 子育てを支える 保護者間交流



第８章　新総合体育施設の施設規模の設定

１．部門別の館内構成　

アリーナ部門

武道場

共用諸室

管理諸室

２．アリーナ部門と武道場の規模

⑴コートの大きさ(公式規格)

　「スポーツ施設のストック適正化ガイドライ

ン」より、地域における人口構成を踏まえて、

地域ごとに求められるスポーツのニーズを検証

し、必要な施設を設定します。

　新ひだか町民の利用実績から考察すると、競

技団体ではジュニア世代とシニア世代共に競技

者層が充実しており、全道大会の招聘が可能に

なることで、更に、スポーツ競技が活性化され

ることが期待されます。

　このことから、アリーナ及び武道場は、屋内競技団体別専門分野ヒアリングに基づく公式規

格のコートレイアウト等を整備し、メインアリーナは国内競技組織等が定めるセーフティエリ

ア規格に則った環境を確保し、全道大会等が開催可能な規模とします。

28

施設全体の管理運営を主とする機能

　新体育施設は、アリーナ（メイン・サブ）、武道場（柔剣道場）、共用諸室、管理室の

４部門による構成とします。

　現体育施設の集約化により、総面積の縮減を図り、維持管理コストに配慮した施設規模とし

ます。

競技種目を主として、静内体育館、山手体育館、豊畑体育館を継承する施設

格技種目を主として、静内武道館を継承する施設

その他の活動用途や利便性の確保に資する機能

ライフステージ

高齢期

概ね65歳

中年期

概ね40歳

青年期

概ね18歳

少年期

概ね12歳

児童期

概ね６歳

多様な遊び体験

多様な運動遊び・スポーツ体験

スポーツ享受の量的増大と質的進化

シニア

健康志向者層
シニア

愛好者層

ジュニア愛好者層
ジュニア

競技者層

シニア

競技者層

シニア

競技志向者層

ス
ポ
ー
ツ
享
受
の
量
的
増
大
と
質
的



⑵セーフティエリア(公式規格)

３．共用諸室の機能

4．駐車場・駐輪場の確保

参考①

「第２章 現体育施設の現状と実績 3.スポーツ大会等の実績」

　P13　バレーボール　北海道クラブ会長杯　参加400名（3施設利用）

　P14　バレーボール　全日本小学生大会南北海道大会　参加350名（3施設利用）　

　P15　バスケットボール　ライオンズ杯（地区大会）　参加288名（2施設利用）

　※参加者はバスでの移動もあるが、家族友人等の応援者の車両がある。

参考➁

　津波警報　静内地区は1256人が23カ所へ避難

　徒歩での避難者もあり、車両台数は定かではないが、約400台と推定

・R8年4月20日　午後4時53分発生　三陸沖地震　新ひだか町震度3


　津波警報　静内地区は880人が14カ所へ避難

　上記同様に、車両台数は定かではないが、約280台と推定

　それぞれの部屋につながるエントランスは、子どもから高齢者までの地域コミュニティの形

成に寄与する空間として整備し、平常時には運動後の憩いの場、スポーツ大会時には受付や選

手控え所、非常時には避難者を受け入れる窓口としての機能を備えます。

　現体育施設の集約化とともに、利用者のための駐車場等の整備が必要です。

　通常の利用時では約50台から100台と見込みますが、スポーツ大会時と災害等の非常時にも

対応できるよう、駐車場は約300台から400台を整備します。

・R7年7月30日　午前8時25分発生　カムチャツカ半島付近地震　新ひだか町震度1
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　全天候型のランニングコースやトレーニングルームを設置するとともに、多目的な用途をも

つ研修室を整備して、講習会や監督会議、ヨガやダンス活動等へ活用します。

　新ひだか町民の個人利用では、シニアの愛好者層と健康志向者層が多く、活発であることか

ら、自主的な体力づくり・健康づくりの環境を整備することが大切です。



５.新総合体育施設の施設規模

多用途

延床面積

2,238.78㎡

 S造:２階

1,244.69㎡

531.41㎡

536.76㎡

S造平屋 609.85㎡

5,161.49㎡

983.75㎡

798.67㎡

6,943.91㎡現体育施設との合計
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面積合計

臨時利用施設
旧山手小学校 体育館

旧桜丘小学校 体育館

豊畑体育館 体育室 バレーボール1面

静内武道館 柔道場・剣道場 各1面

山手体育館

(青少年会館併設)

体育室 バレーボール2面

多目的ギャラリー 卓球台

青少年会館 体育室　卓球台

【参考】現体育施設 主な利用室名 利用種目等

静内体育館

体育室 バスケットボール1面・片側観覧席

小体育室 2室　卓球台

会議室 トレーニング室として利用

管理諸室

管理事務所
非常用電源

ほか必要備品
放送室

エントランス、エレベーター、冷暖房設備等

健康事業･介護予防

避難場所剣道場 剣道１面

幅広い年齢層の体力作り

研修室・多目的室 ダンス、ヨガ、エアロビ等

避難所受付

福祉関連事業

健康づくり事業

介護予防事業

子育て関連事業

社会教育事業

子育てラウンジ 子育て世代の遊び場

トレーニングルーム

トイレ

ロッカールーム・シャワー室

武道場
柔道場 柔道・空手１面

共用諸室

エントランス・交流ラウンジ 休憩・全世代交流

避難場所

バレーボール2面

バドミントン4面

観覧席500席

車椅子席あり

避難場所

バレーボール3面

バドミントン8面

テニス2面

卓球12面

施設名 室　名 利用種目等

アリーナ

メインアリーナ

　　※公式試合可

　　　セーフティエリア有

バスケットボール2面

テニス1面

卓球6面

ランニング・ウォーキングコース 160～180ｍ

サブアリーナ

バスケットボール1面

体育用具備品庫

防災備蓄倉庫



6.北海道内の建設事例

総延床面積

伊達市 メインアリーナ

伊達市総合体育館 7,409㎡ 1809㎡ バスケットボールコート2面

　あかつき 観覧席628席　車椅子席24席

サブアリーナ

平成24年4月（2012）開館 740㎡ バスケットボールコート1面

人口30,221人（R8.5） ランニングコース　約200ｍ

総工費　　約24億円 駐車場 97台

ほか臨時駐車場約200台×2カ所有

中標津町 メインアリーナ

中標津町総合体育館 6,826.26㎡ 1884.96㎡ バスケットボールコート2面

　330°アリーナ 観覧席472席　車椅子席8席

サブアリーナ

平成28年（2016）開館 799.2㎡ バスケットボールコート1面

人口21,759人（R8.5） ランニングコース　約200ｍ

総工費　　約36億円 駐車場2カ所 300台・大型バス6台

ほか周辺に庁舎駐車場約200台有

帯広市 メインアリーナ

帯広市総合体育館 14,848.33㎡ 2,806㎡ バスケットボールコート3面

　よつ葉アリーナ十勝 観覧席2,883席　車椅子席28席

サブアリーナ

令和2年（2020）2月開館 1,056㎡ バスケットボールコート1面

人口158,559人（R8.5） 観覧席246席　車椅子席2席

総工費　約62億円 ランニングコース　275ｍ

駐車場2カ所 326台　大型バス17台

室蘭市 メインアリーナ

室蘭市入江運動公園総合体育館 7,782㎡ 1,893.90㎡ バスケットボールコート2面

　栗林商会アリーナ 観覧席790席　車椅子席18席

多目的ホール

令和4年（2022）開館 768.00㎡ バスケットボールコート1面

人口72,476人（R8.5） ランニングコース　約200ｍ

総工費　　約43億円 駐車場4カ所 358台　大型バス17台

ほか周辺に大会用臨時駐車場有

※宮崎県日向市 メインアリーナ

日向市総合体育館（建設中） 6,905.43㎡ 1,800㎡ バスケットボールコート2面

観覧席500席　車椅子含む

武道場

令和8年10月竣工予定 796㎡ 柔道2面、剣道2面

人口55,386人（R8.6） ランニングコース　約160ｍ

総工費　約42億円

施設名 施設機能
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第９章　新体育施設整備にかかるスケジュール
議会・教委 関連会議

庁議

教育委員会議

総務文教常任委員会

教育委員会議

9月議会定例会

教育委員会議

総務文教常任委員会

教育委員会議

12月議会定例会

教育委員会議

総務文教常任委員会

教育委員会議

3月議会定例会

教育委員会議 〈以下、最短の場合のスケジュール〉

社会教育

委員会議

R13

2031

R14

2032

財源調整及び建設地等の選定については、新総合体育

施設建設に有利有効なものの確保につとめます。
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R10

2028

　基本構想をもとに、基本的な構造や配置、レイアウ

ト等、備えるべき機能や設備、内外のデザイン等をイ

メージ化します。次いで、実際に工事を実施するため

の詳細な設計書を作成します。
R11

2029 　工事

R12

2030

建設工事、既存施設の解体工事、外構工事、備品整備

等、3～4年を見込みます。

12  第４回

R9

2027
財源調整・建設地等選定

具体的な寸法等、「設計図の基本」を作成

工事費の算出を含めた詳細な設計図

1

2

3  第５回

6
現状と課題を整理し、新総合体育施設の

建設に向けた「骨格」づくり

7  第１回
社会教育

委員会議　課題抽出を行うとともに、その必要性について

整理するため、町内のスポーツ,文化,健康,福祉等

の団体代表による「新ひだか町新総合体育施設整

備検討協議会」を開催して意見を徴取します。

　教育委員会は、その意見を参考に基本構想案を

策定し、パブリックコメントを実施して、広く町

民のニーズを踏まえながら、機能、規模等の基本

項目について概要を定めます。

8  第２回

9

社会教育

委員会議

11  第３回

パブコメ

10

　　　教育委員会議

総務文教常任委員会

厚生経済常任委員会

検討協議会 策定作業イメージ

R8

2026
5

基本構想

設計

・

工事


